
ビリフルキナゾン（Pyrifluquinazon）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定   

経緯   農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があろたもの。   

FCF3    日  ク／l  

構造式  

訝＼。H。   
用途   農薬／殺虫剤   

キナゾリン環を有する殺虫剤  

作用機構 
アブラムシ類、コナジラミ類等のカメムシ目害虫に高い殺虫効果を示す。  

害虫の摂食行動を制御する神経系又は内分泌系へ作用すると考えられて  

いる。   

適用作物／適用病害虫等  虚業登録申請；いちご」りんご、ぶどう等／アブラムシ麺、コナジラミ類等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない。  
諸外国の映況  

諸外国においても残留基準値は設定されていない。   

許容一日摂取量（ADI）0．0051mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ’［設定根拠］1年間慢性毒性試験（イヌ・カプセル経口）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 0．5mg／kg体重／day  

安全係数100   

基準値案   
別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：ビリフルキナゾン（親化合物）及び代謝物B。   

EDI／ADI比は、以下のとおり。  

EDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   18．5  

幼小児（1～6歳）   35．6  

妊婦   16．6  

高齢者（65歳以上）   16．5  

EDI：推定一日摂取量（EstimatedDai毎Intake）   

意見聴取の状況   
平成22年2月3日に在京大使館への説明を実施  

今後、パブリックコメント及びmo通報手続きを予定   

琴申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  ビリフルキナゾン  農薬名   

参考基準値  

基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  

ばれいしよ   

申  05  キ べツ  0．03，0．13（‡）   

1．18く札0．11（＃）／  
0．03（軌0．03（＃）（レタス）  
4．23（‡），0．50（サラダ菜）  

レタス   10  申  0．44，0，12（リーフレタス）   

申  トマト   0．39，0．28（ミニトマト）   

申  ピーマン  0．37，0，24   

申  0．3  なす  0．03，0．08   

申  きゆうり（ガーキンを含む）   0．2  0．03，0．03  

申  0．2  みかん  0，03，0．03（果肉）   

なつみかんの果実全体  申  0．49（＃），0．15   

申  レモン′  （なつみかんの果実全体参照）   

申  オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  （なつみかんの果実全体参頗）   

申  グレープフルーツ  （なつみかんの果実全体参照）   

申  ライム  （なつみかんの果実全体参照）  

（なつみかんの果実全体参   

その他のかんきつ類果実  申  照）   

0．5  申  りんご  0．16（‡）．0．04   

日本なし  申  0．32（＃）（‡），0．28（＃）   

申  西洋なし  （日本なし参照）   

0．05（軌く0．03（＃）（果肉）  

もも 0．2  申  2．7（軌2．9（＃）（果皮）   

申  ネクタリン   0．7  0．27（＃）（‡），0．13（＃） 

2  申  いちゾ  0．37，0．98   

3  申  ぶどう  0．39，1．09（‡）  

申  かき  0．5  0．18，0．10   

0．62，3．与／14．4（‡），5．6（荒茶）  

茶   
－・20    中  0．15，1．1／2．0，0．58（浸出液）一   

申  5  その他のスパイス  1．5，1．7（みかんの果皮）   

（‡）これらの作物残留試験軋試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠としたD  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）   答申（案）  

ビリフルキナゾン   

残留基準値  

食品名  
Dロm   

ばれいしよ   0．2   

キャベツ   0．5   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   10   

トマト   

ピーマン   

なす   0．3   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2   

みかん   0．2   

なっみかんの異臭全体   

レモン′   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   

グレーフフルーツ   

ライム   

その他のかんきつ類果実注1）   

りんご   0．5   

日本なし   

西洋なし   

もも   0．2   

ネクタリン   0．7   

いちご   2   

ぶどう  3  

かき  0．5   

茶   20   

その他のスパイス翫）   5   

※今回残留基準を設定するビリフルキナゾンと  
は、どリプルキナゾン及び代謝物B〔1，2，3，4－テト  
ラヒドロー3一［（3－ビリジルメチル）アミノト6」  

［1，2，2，2－テトラフルオロー1－（トリフルオロメチル）エ  
チル］キナゾリンー2－オン〕をビリフルキナゾン含量  

に換算したものの和をいう。  

注1）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ  
頬果実のうち、みかん、なつみかん、なっみかん  
の外果皮、なっみかんの果実全体、レモン、オ  
レンジ、グレープフ／レーツ、ライム及びスパイス以  

外のものをいう。  

注2）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西  

洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、  
パプリカ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果  

皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをい  
う。  
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アセタミプリド（Acetamiprid）  

審議の対象   農薬の食品中の暫定的な残留基準の見直し   

経緯   ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

℃ 

＝ 

構造式   

頭目2‾N 

H  

Cl   

用途   農薬／殺虫剤   

ネオニコテノイド系の殺虫剤  

作用機構  昆虫神経のシナプス後膜のニコチン畦アセテルコ■i」ン受容体に作用し、シ  

ナブス伝達の遮断を起こし殺虫活性を示すとされる。   

適用作物／適用病害虫等  とうもろこし、ばれいしょ、キャベツ、りんご等／アブラムシ類等   

我が国の登録状況   とうもろこし、ばれいしょ、キャベツ、りんご等に農薬登録がなされている。   

国際基準は設定されていない。  

諸外国の状況  
米国において、葉菜類、ペリー類果実、畜産物等に、カナダにおいて、アブ  

ラナ科野菜、なす科野菜、畜産物等に、オーストラリアにおいて、ばれいし  

よ、綿実、畜産物等に、EUにおいて、葉菜類、畜産物等に基準値が設定さ  

れている。   

許容一日摂取量（ADI）0．071mg／kg体重／day  

［設定根拠］・2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）  

無毒性量 7，lmg／kg体重／day  

食品安全委員会における  
安全係数100  

（参考）  

食品健康影響評価結果  
急性参照用量（ARfD）0．lmg／kg体重／day  

［設定根拠］単回・急性神経毒性試験（ラット・強制経口投与）  

無毒性量10mg／kg体重  

安全係数1do   

別紙1のとおり。  

残留の規制対象物質：畜産物／アセタミプリド（親化合物）及び代謝物IM  

－2－1、その他の食品／アセタミプリド（親化合物）のみ。 

現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同  

様、一律基準（0．01ppm）が適用される。  

基準値案  なお、参考として、食品安全委員会より回付された急性参照用量（AR忙））に  

関して、今回の基準値（案）の設定に当たっては、JMPRの手法に基づき、  

平成20年度の厚生労働科学研究「食品中残留農薬等の汚染実態把握と  

急性暴露評価に関する研究」において利用可能とされる暫定的なパラメー  

タを用いて短期暴露評価の試算を行うことに皐り、所要の農作物（ほうれ  

んそう）における基準値案の調整と使用方法の見草しを行った。   
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TMDl／ADI比  

（％）  

国民平均   21．6  
暴露評価  

幼小児（1～6歳）   42．3  

妊婦   18．0  

高齢者（65歳以上）   23二1  

TMDl：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiJyfntake）   

平成21年2月16日に在京大使館への説明を実施  

平成21年3月11日～平成21年5月9日 WTO通報実施  

意見聴取の状況  （意見あり）  

平成21年3月19日～平成21年4月17日 パブリックコメント実施  

（意見あり）   

答申案   別紙2のとおり。   

甘
 
 
 



急性参照用量（ÅRfD）と農薬等の短期暴露評価について  

l．急性参照用量（Acute Reference Dose：AR f D）とは  

ヒトが24時間又はそれより短時間に経口摂取しても健康に影響を示さない   

と推定される摂取量を 

農薬等の急性的な暴露による健康影響を評価する際に参照値として用いられ  

・・：一、  

AR f Dは、単回投与試験又は短期反復投与試験の結果に基づく無毒性量か   

ら、これに動物とヒトとの差や、個人差（子供や妊婦などへの影響を含めて）   

を考慮して、通常100倍の安全係数を乗じて設定される。  

これに対して、毎日一生涯に渡って摂取したとしても健康に影響を生じない   

とされる量であるADI（Acceptable DailyIntake、許容一日摂取量）は、   

慢性毒性試験の結果に基づく無毒性量に、通常100倍の安全係数を乗じて設   

定される。  

2．AR f Dを用いた短期暴露評価  

農作物等の残留農薬基準の設定に当たっては、一生涯に渡って毎日食べても   

健康影響を生じないよう、各農作物等における残留量にその平均的な日本人の   

一目当たりの摂取量を乗じた暴露量の総和がADIの80％を超えないことを   

確認する、長期暴露評価を行っている。   

しカラしながら、農作物等を一度に相当量を摂取する場合は、そこに残留する  

農薬等による急性的な影響の評価も必要となる場合もあり、その指標として、  

AR f Dが用いられる。具体的には、農薬等が基準値ギリギリまで残留した農  

作物等妄多食者が一度に摂取した場合を仮定して農作物ごとに短期暴露量を  

試算し、これがARfDを超過しないかどうかを評価する。  
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3．国際機関における短期暴露評価手法   

国際的な農薬のリスク評価機関であるJMPR（JointFAO／WHOMeetingon  

pesticideResid。eS）において、短期暴露評価の手法が提案されている（別添）。   

ただし、この算出法は以下のような点から過大評価であるとして、精密化が   

必要であるとも指摘されており、今後のさらなる研究が必要とされている0   

0 多食者推定摂取量として、摂食者の作物摂取量め97・5パーセンタイル値を  

用いていること、かつ、   

○ 最大残留値として、残留量分布の97・5パーセンタイルに相当する量を想定  

していること   

○ わが国では農薬登録に調姐・加工試験を要求していないことから、農薬等  

の残留の減衰を加味できないこと  

4．我が国における取組み  

3．に示した短期暴露量の試算には、農作物毎の多食者推定摂取量、農作物   

毎の可食部重量等に関するデータが必要であり、厚生労働科学研究食品の安   

心・安全確保推進研究事業「食品中残留農薬等の汚染実態把握と急性暴露評価   

に関する研究」において、日本人における各農作物の摂取量データや可食部重   

量データの収集が進められている。   

今後とも、食品中に残留する農薬等のより精密な短期暴露評価手法の検討を   

進めるとともに、パラメータの整備等に努めていく予定。  
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別添  

JMPRにおける短期暴露量算定法  

g未満）  ケース1  

分析用試料（複   体。以下同じ）の平均的残留濃度が実際に摂食されるもの  

の残留濃度を反映、している場合  

多食者推定摂取量注1） × 最大残留濃度注2）  

摂食者の平均体重  

ケース2   

実際に摂食されるもの（例えば、1個の野菜や果実）の残留濃度が、分析用  
試料の平均的残留濃度より高い可能性がある場合  

ケース2a l個の農作物等の可食部重量が多食者推定摂取量より小さい場合  

可食部重量×最大残留量×変動係数注3）＋（多食者推定摂取量肇選量  

摂食者の平均体重   

ケース2b l個の農作物等の可食部重量が多食者推定摂取量より大きい場合  

多食者堆定摂取量×最大残留量×変動係数  

摂食者の平均体重  

ケース3  

大規模な加工をしたり、大量に混合したり、ブレ 

されるもの  
多食者推定畢取量×作物残留試験結果の中醐  

摂食者の平均体重  

注1） 多食者推定摂取量：摂取者の食品摂取量の97．5パーセンタイル値  

注2）最大残留濃度：迦圭されている場合は加工後の最大残留濃度  

痙．3）変動係数‥同一ロットにおける農作物中農薬残留量の97．・5パーセンタイル値と平均値  

との比。3を用いることとされている。  
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農薬名  アセタミプリド  
ノ  （別紙1）  

【米国】0．00410～0．178（n＝6）  

く0．05（軋く0．05（＃）   

0．03（軋く0．01（＃）   
1．98（＃），0．397（＃）   

0」5（＃），0．18（＃）   

登録作物祥；非結球アブラナ科  

msi亡8．】e已Ⅳ）   

聖廟1e8帆  

0．36（＃），0．64（＃）   

0．88．2．85（非結球メキヤヘーッ）  

【米国】レタスを参照 

2．67．l．02（ロメインレタス〉  

【米国】レタス＜0．01～0＿274（n＝8）、  
サラダ菜0．106～0．959（n＝8）  

の他のきく科野菜  l．26，0．48（食用キーク）   

〈0．05，くD．05（食用ユリ）  

【米国】たまねぎを参照   

0．50（軋0．73（＃〉   

0＿150，0．584（＃）   

【韓国】とうがらしl．14（＃）  
0．36，0．28（シシトウ）   
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（別紙1）  
アセタミプリド   農薬名  

参考基準値  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績  

農産物名  案  基準値  
ppm   pPm  ppm  pPm   

きゆうり   2  5  ○・申  0．5  （Vegel止1亡．CUCur賊l）   0．32，0．52   

かぼちや 
curbil）   0．21，く0．05   

しろうり  
curbit）   きゅフりの残留値の2備にて緊急登録  

（農林水産省からの理由書による要請）   

すいか   
c11rbil）   0．06，0．09   

メロン頬果実   
⊂urbil）   0．16，0．14 

まくわうり  
仁ulも；l）   

その他のうり科野菜  
川ねiL）  しろうりの緊急登録と同期化した対応  

（農林水産省からの理由書による要吉青）  
0．16，0．20（にがうり）  

ほうれんそう  
0．42，0．06．1．52，0、32（散布14日後）  

Ze血ndsp血亡h）   【米国】0．031～2．49（n＝8）  

たけのこ  
kmu51nd⊂Om）   

オクラ  
0．41，0、18   

しようが  
b仁和uS■nd亡Dm〉   

未成熟えんどう  
gumモ．亡dlb】亡匹dded）  2  

未成熟いんげん  
gリーnhediblepodded）  1．45．D．50，0．52，0．26   

えだまめ  
gurn亡．edibl亡叩dd亡d）   l．42（＃），0．83（＃）  

その他の野菜  
a帆亡XCePtbrⅦSdc8）．   l．8，2．8（ツルナ）  
∩亡．Or⊂hI印ヾeS．Swi∬  

5  
ch．Ⅵ瓶l灯PUrSl8爪モ）   （申；モロヘイヤ）   

みかん  0．5  （⊃  加（S815ur旭mmdaパn5）   0．17，0．02   

なつみかんの果実全体  2  5  

0．54，0．90   

レモン’  2  5  加（L曾mOnS）  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  2  5  加（0「8ngeS）   登録作物群；かんきつ   

グレープフルーツ  2  
5  加（Cra匹In血．Pom加los）  （なつみかんの果実全体）   

ライム  2  
5  加（Lim亡S）  

その他のかんきつ項果実  2  5  
0＿88，0．53（カホ●ス）   

Ciu¶5亡ilr即15，Ciし川S  
s，Ta明亡パ陀S）  

りんご  2  
5  、加（Appl亡S．Cm♭叩ple≦）  0▲39，0．80  

【米国】0．12’～0．59（n＝17）   

日本なし  2  
5  、加（Or】enl▲Ip亡a円）   0．28，0．74   

西洋なし  2  
5  、加（Pe8円）   登録作物群：なし  

（日本なし）   

マ／レメロ  
、加（Quince5）   【米国】りんごを参照   

〈0．Ol，0．02   
びわ  

もも  2  5  ○  ex亡印tptu吼Pn】ne）  0．69．0．36  

ネクタリン  
0.28.0.42 

あんず（アプリコットを含む）  
登録作物群；′ト粒核果構   

（すもも）   

すもも（プルーンを含む）  
D．12．L23  

うめ  
llDO62  

おうとう（チェリーを含む）  
0．92．0．68   

いちご  0．46．l．38  
【米国】0．04－0．24（n＝10）   

ラズ／くリー  
【米国】1．054，0．779（蛛）  
登録作物騨；ベリー類  

（プチ、ク／くリー）   

ブラックベリー  【米国】0．3D2～0．564（n＝5）   

■】＿   

く0．5，l．0   
【米澤】0．0867～0．616（∩＝6）  

クランベリー   【米国】いちごを参照   

ハ・、クルーくリー   【米国】プフックヘリーを参照   

その他のペリー頬果実  
登録作物群：ペリー額  

（ブルーペリー）   

ぷどう  
2．88，2．51，l．47  

かき  
0．40，0．20   

／くナナ  
く0．05，く0．05  

キウイー  
／くパイヤ  

アボカド  
パイナップル  
グアバ  
■マンコー  0440．44（＃）  

パッションフルーツ  0．04（＃），0．30（＃）   

なつめやし  

その他の果実■  
0．44，0．47（イチノク）   
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農薬名  アセタミプリド  
（別紙1）  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績  

農産物名  案   基準値  
Pl〕m  Dl〕m  PPm   Ppm  Ppm   

綿実  0．6  米（Cotton．undelintビd虻亡d）  
加（Undelinled亡Ott⊂爪㌍e血）   【米国】＜0．01～0．5D（n＝14）  

ヨ  
なたね  ）、加（Rapeseed（c且nOla））   

その他のオイルシード   

ぎんなん  【米国】べカンを参照  
くり   【米酎べカンを参昭   
べカン   【米国】0．DO9～0047（∩＝6）   
アーモンド   s）   t米国】Nut・＜0．0ト0022（n＝6）   
くるみ   

ェIa亡hio）  

【米国】ペカンを参照   
その他のナッツ額   【米国】べカンを参照   

茶   ○・申  19．8（め，21．4（荒茶）   

その他のスパイス   ○  ds〉  2．0，2．3（さんしょう）   
（みかんの皮2．76，L．22）  

その他のハープ  ○  ＝・l・■・●■・ ∨亡S，FrpshFld陀nCeknne】   
【米国】エシャロット  

0．050へ一1．960（n＝6）   

牛の筋肉   ）、加（Meatorca山e）  

豚の筋肉   加（Me8t（Irhog5） 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   ．爪出り、  
s，Me且tOrSh亡ep）  
）、加（Mel10rhorses）   

ali8n）） 

牛の脂肪  加（Fat（〉rC81tle）   

豚の脂肪   D（F8tOrhog5） 

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   ．†at）、  

F8tOrSheep）   
加（F81Drh（）r5eS）  

牛の肝臓   byprodu亡【s）   

豚の肝臓   押rdu⊂ほ）   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   ．meさ【bypr（〉du⊂tS）   

牛の腎臓   byprdu亡b）   

豚の腎臓   ypmdu⊂【S）   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   ．meatb押mducl三）   

牛の食用部分   byprodu⊂t5〉   

豚の食用部分   yproducIS）   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部∠   ．me机byproducts）   

乳（牛乳、めん羊乳、山羊乳）  iik）   
′1   

藩の筋肉   ヨ  
n   

その他の家きんの筋肉   ヨ  
王  

弟の脂肪   、加（F且【orpoult町）   

その他の家きんの脂肪   、加【F▲tOrpウ山しけ）   

為の肝臓   r）．加（Liverorpouluγ）   

その他の家きんの肝臓   r）、加（Li、・亡rO「POUlけY）   

弟の腎臓   b】ep恥1（〉n   

その他の家きんの腎臓   b】亡○ぬ】on   

鶏の食用部分   b】亡D恥1（】n   

その他の家きんの食用部分   b】亡○ぬ】○†）  

弟の卵  ）加（  

その他の家きんの卵   0．01  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において設定された基準値については、網をつけて示した。  
登録有無の欄の「OJ、「申」、「軌は、それぞれ、現登録の有無、登録内容の変更、農林水産省からの緊急登録要請がなされたものであることを示す。  
【国名】として、基準設定の根拠とされた海外作物残留試験（米国）の該当結果を示す。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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答申（案）  （別紙2）  
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食 品名   
残留基準値   

ppm   

鶏の筋肉 ※  0．01   
その他の家きんの筋肉※ （注15）  0．01   
鶏の脂肪※  0．01   
その他の家きんの脂肪 ※  0．01   
鶏の肝臓※  0．05   
その他の家きんの肝臓 ※  0．05   
鶏の腎臓※  0．05   
その他の家きんの腎臓 ※  0．05   

0．05   鶏の食用部分※  0．05  その他の家きんの食用部分 ※  
鶏の卵 ※  0．01  

食 品 名  

牛の筋肉 ※  

豚の筋肉 ※  

その他の陸棲晴乳類に属する動物の筋肉 ※  
（廷 ＿…＿＿＿＿…＿＿＿＿……＿＿＿▼………＿＿－＿…＿  

牛の脂肪 ※  

豚の脂肪※  
その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪 ※  
牛の肝臓※  
豚の肝臓※  
その他の陸棲晴乳類に属する動物の肝臓 ※  
牛の腎臓※  
豚の腎臓※  

動物の腎臓 ※  
※畜産物においては、アセタミプリド及び代謝物IM－2－1  

（〟1－［（6－クロロー3－ビリジル）メチル］－㌦一シアノアセトア  

ミジン）をアセタミプリドに換算したものの和をいうこ  

と。   

牛の食用部分※  
豚の食用部分※  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  
※  
乳※  
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（注7）「その他のかんきつ類果実」とは、  
かんきつ類果実のうち、みかん、なっみかん、な  
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモ  
ン、オレンジ、グレーフフルーツ、ライム及びス  
パイス以外のものをいう。  

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、  
あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外  
のものをいう。   

（注2）「その他のきく科野菜」とは、  
きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎ  
く、レタス及びハーブ以外のものをいう。   

（注3）「その他のゆり科野菜」とは、  
ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、  
にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のも  
のをいう。  

（注8）「その他のペリー類果実」とは、  
ペリー類果実のうち、いちご、ラズベリー 、ブ  
ラックベリー、ブルーベリー 、クランベリー及び  
ハックルベリー以外のものをいう。   

（注9）「その他の果実」とは、  

果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本な  
し、西洋なし、マルメロ、びわ、もも、ネクタリ  
ン、あんず、すもも、うめ、おうとう、ペリー類  
果実、ぷどう、かき、バナナ、キウイー、パパイ  
ヤ、アボガド、パイナップル、グアバ、マン  
ゴー、パッションフルーツ、なっめやし及びスパ  
イス以外のものをいう。   

（注10）「その他のナッツ類」とは、  
ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アー  
モンド及びくるみ以外のものをいう。   

（注11）「その他のスパイス」とは、  
スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、に  
んにく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごま  
の種子以外のものをいう。   

（注12）「その他のハーブ」とは、  
ハープのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パ  
セリの葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のもの  
をいう。  

（注4）「その他のなす科野菜」とは、  
なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以  
外のものをいう。   

（注5）「その他のうり科野菜」とは、  
うり科野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろう  
り、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の  
ものをいう。  

（注6）「その他の野菜」と桂、  
野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あ  
ぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科  
野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、  
たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、  
未成熟いんげん、ネだまめ、きのこ類、スパイス  
及びハーブ以外のもめをいう。  

（注13）「その他の陸棲晴乳類に属する動物」とは、  
陸棲晴乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の  
ものをいう。   

（注14）「牛、豚、鶏等の食用部分」とは、  
牛、豚、鶏等の食用部分のうち、筋肉、脂肪、肝  
臓及び腎臓を除いた部分をいう。   

（注15）「その他の家きん」とは、  
家きんのうち、鶏以外のものをいう。  
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ミルベメクテン（MiIbemectin）  

農薬の食品中の■残留基準の追加設定及び暫定的な残留基準の見直し   

ミルベメクテンA4（M．A4）  

食品健康影響評価結果   

なお、醜行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同様、  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   4．9  
暴露評価   

幼小児（1∵・6歳）   12．3  

妊婦   3．9  

高齢者（65歳以上）   4．8  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiFyIntake）   

平成21年12月8日に在京大使館への説明を実施  

意見聴取の状況  平成22年2月4日～同年4月5日 WTO通報コメント募集中  

パブリックコメント手続き中   

答申案   別紙2のとおり。   
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（別紙1）  
ミ／レべメクチン  農薬名   

やつがしらを含む。）  

ディシシュを含む）の葉  
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農薬名  ミ′レべメクチン  （別紙1）  

0．04（軋0．02（＃）（トマト）  
0．02几03（ミニトマト）   

く0．04（紅く0．04（＃）／  
〈0．04（軌く0．04（＃）／  
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（別紙1）  
ミ／レべメクチン   農薬名  

く0．04（軋〈0，04（＃）／  

なつみかんの果実全体  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  

（なっみかんの果実全  

グレープフルーツ  

〈0．02（軌く0．02（＃），  

（日本なしを参照）   
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農薬名  ミ／レベメクチン  
（別紙1）  

く0．04（軌く0．04（＃）（浸  

その他のスパイス  

く0．02，く0．02（みようが）  

※さんしょう（菓）の残  

留値の2倍にて緊急登  
録（農林水産省からの  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）   答申（案）  

ミルべメクチン   

残留基準値  
食品名  

ロロm   

豆   0．1   
小豆類   0．2   
かんしよ   0．05   
やまいも（長いもをいう。）   D．1   

その他のきく科野菜注1）   2   

アスパラガス   0、3   
パセリ   0、7   

セロリ   0．5   
みつば   
トマト   0，2   
ピーマン′   0．2   
なす   0．2   

その他のなす科野菜注2）   0．2   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2   
すいか   0，2   
メロン類果実   0．2   
未成熟えんどう   0．3   
未成熟いんげん   0．3   
えだまめ   0．2   

その他の野菜注3）   
3   

みかん   0．2   
なっみかんの果実全体   0．2   
レモン′   0．2   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）   0．2   
グレープフルーツ   0．2   

ライム   0．2   

その他のかんきつ類果実注4）   0．2   

りんご   0．2   
日本なし   0．2   
西洋なし   0．2   
もも   0．2   
ネクタリン   0．2   
おうとう（チェリーを含む）   0．3   
いちご   0．2   
ぶどう   0．2   
パパイヤ   0．1   
茶   0．7   
その他のスパイス注5）   0．7   

その他のハ「プ注6）   5   

※今回基準値を設定するミルべメクチン  
とは、ミルべメクチンA3及びミルベメ  
クチンA4の和をいう。  

注1）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうちこ ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、ユングイブ、しゆ  
んぎく及びレタス以外のものをいう。  

注2）「その他のなす科野菜」とは、なす  
科野菜のうち、トマト、ピーマン及びな  
す以外のものをいう。  

注3）「その他の野菜」とは、野菜のうち、  
いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科  
野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野  
菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未  
成熟いんげん、えだまめ及びきのこ類以外の  
ものをいう。  

注4）「その他のかんきつ類果実」とは、か  
んきつ頸果実のうち、みかん、なつみかん、  
なつみかんの外果皮、なつみかんの果実全  
休、レモン、オレンジ、 グレープフルーツ  
及びライム以外のものをいう。  

注5）「その他のスパイス」とは、スパイス  

のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに  
く、とうがらし、パプリカ、しようが、レモ  
ンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及び  
ごまの種子以外のものをいう。  

注6）－「その他のハープ」とは、ハープのう  
ち、クレソン、にら、パヤクの茎、パセリの  
葉、セロリの茎及びセロリの菓以外のものを  
いう。  
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